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有機電界効果トランジスタ（OFET）はスイッチング特性を示すため，人工分子認識材料（人工

レセプタ）を修飾することで標的種の捕捉情報を電気的応答として読み出すことができる 1)。交

差応答性を示す。交差応答性を示す人工レセプタの導入によって当該センサは，標的種に応じて

多彩な応答パターンを示すため，パターン認識を活用することで多種を同時に判別し得る 2)。 

オキソアニオン類はユビキタスに存在し，生理活性を示すことから，病理診断や環境調査にお

ける指標として用いられており，その検出は意義深い。本研究では，水中で当該種の検出を達成

するため，駆動部と検出部が分離した延長ゲート型構造を採用した（Fig. 1a）3)。分子認識場には，

オキソアニオン類に対して結合能を示すジピコリルアミン銅(II)錯体 4)を採用し，自己組織化単分

子膜（SAM）として延長ゲート金電極上に修飾した。作製したセンサは，オキソアニオン類（例：

テレフタレート）の添加に伴ってドレイン電流値 (IDS) が変化し，11 種の標的種の構造の違いに

よって様々な応答パターンを示した (Fig. 1b)。本結果は，ジピコリルアミン銅(II)錯体を導入した

OFET 型センサが，オキソアニオン類に対して同時判別能を有することを示唆する。当日の発表

では，パターン認識 (例：線形判別分析) を用いた多成分分析の詳細について報告する。 

 

Fig 1. (a) Schematic illustration of the extended-gate-type OFET sensor. (b) Electrical responses against 11 

anions (500 µM). Inset: Output characteristics upon addition of an incremental amount of terephthalate.  

[Terephthalate] = 0−500 µM.  
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